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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　紙パルプ排水中に、Ｓ，ＦｅＳ，Ｎａ２Ｓ，Ｈ２Ｓなどの硫化物からなる還元性物質を
混合し、又は紙パルプ排水中に、上記還元性物質を含む還元水として、硫化物含有水ある
いは通常の有機性排水を嫌気性微生物で分解して発生した還元性を有する嫌気性処理水を
混合し、紙パルプ排水中の有機塩素化合物を上記還元性物質又は還元水により化学的還元
処理した後、この排水を活性汚泥と共に曝気して有機塩素化合物をさらに分解するように
したことを特徴とする紙パルプ排水の処理方法。
【請求項２】
　紙パルプ排水中に、Ｓ，ＦｅＳ，Ｎａ２Ｓ，Ｈ２Ｓなどの硫化物からなる還元性物質を
混合撹拌し、又は紙パルプ排水中に、上記還元性物質を含む還元水として、硫化物含有水
あるいは通常の有機性排水を嫌気性微生物で分解して発生した還元性を有する嫌気性処理
水を混合撹拌して紙パルプ排水中の有機塩素化合物を上記還元性物質又は還元水により化
学的還元処理する還元槽と、この還元槽から出た排水を活性汚泥と共に曝気して有機塩素
化合物をさらに分解処理する曝気槽と、曝気槽からでた排水を上澄み液と活性汚泥とに層
分離する最終沈殿池と、この最終沈殿池で得られた活性汚泥の一部を上記曝気槽側に返送
する返送ラインとを備えたことを特徴とする紙パルプ排水の処理設備。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
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本発明は、紙パルプ工場等から出る産業排水を生物学的に処理する紙パルプ排水の処理方
法及び処理設備に関するものである。
【０００２】
【従来の技術】
一般に、食品加工工場、ビール工場、紙パルプ工場等で発生する産業排水や下水などの生
活排水中には多量の有機物が含まれていることから、河川や海洋に放流する前に活性汚泥
処理などの微生物を利用した生物学的排水処理によって浄化処理が行われるようになって
いる。
【０００３】
　例えば、このような有機物を含む排水は、図３に示すように先ず最終沈殿池から返送さ
れる活性汚泥を加えられた後、曝気槽ａに送られ、曝気槽ａ底部に設けられた多孔式散気
管ｂから噴き出される空気によって約４～６時間以上曝気処理され、活性汚泥中に含まれ
ている好気性微生物等の働きによって排水中の有機物が酸化分解される。次に、この曝気
槽ａで有機物が分解された排水はその後活性汚泥と共に最終沈殿池ｃに送られ、ここで約
２～３時間以上放置されることによって清浄な上澄液と活性汚泥とに層分離された後、こ
の上澄液は処理水として河川などに放流され、活性汚泥は返送用ポンプｄで必要量だけ返
送ラインｅから返送されて再利用され、残った余剰の汚泥は図示しないシックナー等に送
られて処分されることになる。
【０００４】
【発明が解決しようとする課題】
ところで、上述したような有機物を含む排水のうち、紙パルプ工場から排出される紙パル
プ排水、特に漂白排水（白水）と呼ばれる排水中には、漂白の際に用いられた塩素が排水
中の有機物と複雑に化合した有機塩素化合物（ＡＯＸ＝Adsorbable Organic Halide ）が
含まれている。
【０００５】
しかしながら、この有機塩素化合物は上述したような従来の活性汚泥法では分解でき難く
、曝気時間を長くするなどの工夫をしてもせいぜい全体の４０％程度しか除去することが
できないといった不都合があった。
【０００６】
尚、嫌気性微生物を用いた嫌気性排水処理を用いた場合では５０～６０％の有機塩素化合
物が除去される場合があるとの報告があるが、ＡＯＸ除去法として確立されたものではな
い。
【０００７】
そこで、本発明はこのような課題を有効に解決するために案出されたものであり、その目
的は、紙パルプ排水中の有機塩素化合物を効果的に分解除去することができる新規な紙パ
ルプ排水の処理方法及び処理設備を提供するものである。
【０００８】
【課題を解決するための手段】
　上記課題を解決するために請求項１の発明は、紙パルプ排水中に、Ｓ，ＦｅＳ，Ｎａ２

Ｓ，Ｈ２Ｓなどの硫化物からなる還元性物質を混合し、又は紙パルプ排水中に、上記還元
性物質を含む還元水として、硫化物含有水あるいは通常の有機性排水を嫌気性微生物で分
解して発生した還元性を有する嫌気性処理水を混合し、紙パルプ排水中の有機塩素化合物
を上記還元性物質又は還元水により化学的還元処理した後、この排水を活性汚泥と共に曝
気して有機塩素化合物をさらに分解するようにした紙パルプ排水の処理方法である。
【０００９】
　これによって従来の活性汚泥法や嫌気性排水処理のみの場合より有機塩素化合物を効果
的に除去することができる。さらに、このような化学的還元処理を行った後、この排水を
従来のように活性汚泥と共に曝気することでさらに有機塩素化合物の分解除去率をさらに
向上させることができる。
【００１１】
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　そして、このような方法を具現化するための処理設備として請求項２の発明は、紙パル
プ排水中に、Ｓ，ＦｅＳ，Ｎａ２Ｓ，Ｈ２Ｓなどの硫化物からなる還元性物質を混合撹拌
し、又は紙パルプ排水中に、上記還元性物質を含む還元水として、硫化物含有水あるいは
通常の有機性排水を嫌気性微生物で分解して発生した還元性を有する嫌気性処理水を混合
撹拌して紙パルプ排水中の有機塩素化合物を上記還元性物質又は還元水により化学的還元
処理する還元槽と、この還元槽から出た排水を活性汚泥と共に曝気して有機塩素化合物を
さらに分解処理する曝気槽と、曝気槽からでた排水を上澄み液と活性汚泥とに層分離する
最終沈殿池と、この最終沈殿池で得られた活性汚泥の一部を上記曝気槽側に返送する返送
ラインとを備えたものである。
【００１２】
【発明の実施の形態】
次に、本発明を実施する好適一形態を添付図面を参照しながら説明する。
【００１３】
図１は本発明に係る紙パルプ排水の処理方法を実施する処理設備の一形態を示す説明図、
図２はその変形例である。また、図中ａは有機塩素化合物を含む紙パルプ排水（漂白排水
）を活性汚泥と共に曝気処理する曝気槽（曝気槽）、ｂはこの曝気槽中に空気を噴き出す
多孔式の散気管、ｃは曝気槽ａの下流側に付設された最終沈殿池、ｄは最終沈殿池ｃ内の
活性汚泥を抜き出す返送ポンプ、ｅは返送ポンプｄから抜き出された活性汚泥の一部を再
び曝気槽ａ側に戻す返送ラインである。
【００１４】
図示するように、この紙パルプ排水処理設備は曝気槽ａの上流側に、紙パルプ排水を導入
する還元槽１を付設すると共に、この還元槽１に還元性の嫌気水を導入する嫌気水導入ラ
イン２を接続したものである。また、この還元槽１と曝気槽ａは流通孔のある仕切り板３
で仕切られており、還元槽１内の紙パルプ排水がこの仕切り板３を通過してそのまま曝気
槽ａ内に流れ込むようになっている。
【００１５】
また、この嫌気水導入ライン２にはＵＡＳＢリアクタ等の嫌気性処理槽４が設けられてお
り、有機塩素化合物を含まない通常の有機性排水を嫌気性微生物で分解して発生した還元
性を有する嫌気性処理水を還元水として還元槽１側に供給するようになっている。尚、こ
の還元槽１にはモーターと攪拌羽根等からなる攪拌手段５が設けられており、還元槽１内
の水を強制的に攪拌するようになっている。
【００１６】
以上において、先ず有機塩素化合物を含む紙パルプ排水は還元槽１に流れ込み、嫌気水導
入ライン２から導入される還元水が混入された後、攪拌手段５によって均一に混合攪拌さ
れる。尚、この還元水の混合割合は特に規定されるものではないが容量比で紙パルプ排水
１に対して還元水１前後の割合が好ましい。
【００１７】
次に、この還元槽１で還元水が混ぜられた紙パルプ排水は仕切り板３の流通口を通過して
曝気槽ａ内に流れ込み、活性汚泥と共に散気管ｂから噴出される空気によって数時間程度
曝気される。この２段階の処理により含まれている有機塩素化合物が還元的分解と酸化的
分解の両方を受けて除去されることになる。尚、実験の結果、この設備での有機塩素化合
物の分解除去率は後述するように約７０％に達し、従来の活性汚泥法のみに比べてその除
去率が大幅に向上することが実証されている。
【００１８】
その後、この曝気槽ａで曝気処理された排水は、従来と同様に最終沈殿池ｃに送られ、こ
こで数時間沈殿処理を施されることによって上澄液と活性汚泥層とに層分離した後、上澄
液は処理水として河川などに放流されると共に、活性汚泥層を形成する活性汚泥の一部は
返送ラインｅから曝気槽ａの上流側へ返送され、余剰の活性汚泥は図示しないシックナー
などに送られて処理された後、埋設或いは焼却処分されることになる。
【００１９】



(4) JP 4096372 B2 2008.6.4

10

20

30

40

このように本発明は有機塩素化合物を含む紙パルプ排水を活性汚泥処理する前に、この排
水中に還元水を混入させるようにしたため、その後の活性汚泥処理がより促進されて、紙
パルプ排水中の有機塩素化合物の除去率が大幅に向上することとなる。尚、本実施の形態
では、曝気槽ａを構成する槽体の上流側を仕切って還元槽１と曝気槽ａを一体化したもの
であるが、この還元槽１は曝気槽ａの上流側に設置されていれば、独立したものであって
も良いことは勿論である。
【００２０】
次に、図２は本発明の第二の実施の形態を示したものである。
【００２１】
すなわち、上記実施の形態では嫌気性処理槽等で発生した嫌気性処理水を還元水として用
いたものであるが、本実施の形態はこのような還元水に代わり、硫化物（Ｓ，ＦｅＳ，Ｎ
ａ2 Ｓ，Ｈ2 Ｓ等）等の還元物質、またはこれらを含む硫化物含有水を還元水として用い
たものである。そして、本実施の形態においても、上記実施の形態と同様に紙パルプ排水
中の有機塩素化合物を効果的に除去することが可能となる。尚、この硫化物またはその含
有水は化学工場などから排出される還元性の工場排水でも良いし、または成分調整して人
工的に作ったものでも良い。
【００２２】
【実施例】
以下、本発明の具体的実施例を説明する。
【００２３】
表１は、化学的還元処理の効果をテストした結果であり、試料として実際に紙パルプ工場
から排出された酸性の漂白排水（有機塩素化合物含有率：１００ｍｇ／ｌ）を採取し、こ
の漂白排水１０ｍｌに対して、同量のＮａＯＨ溶液を加えて中和した場合（比較例）、同
量のＮａ2 Ｓ溶液を添加した場合（実施例１）、同量の嫌気性処理水を添加した場合（実
施例２）のそれぞれの有機塩素化合物（ＡＯＸ）の濃度（ｍｇ／ｌ）を示したものである
。
【００２４】
【表１】

【００２５】
この結果、本発明方法に係る実施例１および２の場合ではいずれも単なる希釈に比べＡＯ
Ｘ濃度が大幅に減少し、全ＡＯＸの５０％以上が除去された。これに対し、単にＮａＯＨ
溶液を加えた比較例の場合では、実施例の場合と違って殆ど除去されなかった。
【００２６】
次に、上述したような還元槽と曝気槽及び最終沈殿池を組み合わせた廃水処理設備を形成
し、同様に紙パルプ工場から排出される漂白排水（有機塩素化合物含有率：８０ｍｇ／ｌ
）の分解除去率を測定した、実施例１に関する結果を表２に示す。
【００２７】
【表２】
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【００２８】
この結果、表２からも判るように、本発明方法に係る実施例１の場合ではＡＯＸ濃度が大
幅に減少し、全ＡＯＸの約７０％が除去されることが確認された。
【００２９】
このように本発明は有機塩素化合物を含む紙パルプ排水を活性汚泥処理するに際して、予
めこの排水中に硫化物などの還元性物質又は還元性の嫌気性処理水を加えることによって
排水中の有機塩素化合物を従来より高率で除去することができる。
【００３０】
【発明の効果】
以上要するに本発明によれば、以下に示すような優れた効果を発揮することができる。
【００３１】
１．紙パルプ工場から排出される漂白排水などの紙パルプ排水中の有機塩素化合物の除去
率を大幅に向上させることができる。
【００３２】
２．紙パルプ排水中に混入する還元水として嫌気性処理槽から排出される嫌気性処理水を
用いることで嫌気性処理水を有効利用できるため、通常の有機性排水の嫌気性処理の後処
理と、紙パルプ排水の活性汚泥処理とを同時に行うことが可能となり、効率的に有機性排
水処理を行うことができる。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明の実施の一形態を示す説明図である。
【図２】本発明の他の実施の一形態を示す説明図である。
【図３】従来の活性汚泥処理を示す概略図である。
【符号の説明】
１　還元槽
２　導入ライン
３　仕切り板
４　嫌気性処理槽
５　攪拌手段
ａ　曝気槽
ｂ　散気管
ｃ　最終沈殿池
ｄ　返送ポンプ
ｅ　返送ライン
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